
















　高麗末期 （13世紀頃） に作られた漢語教科書 『老乞大』 は、旅行・貿易の様
子を会話体によって生き生きと表現したものであるが、時代にあった漢語を反
映するため、その内容そのものはほぼ踏襲しつつ何度かにわたって改訂が行わ
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上字　　   　　下字
7）



























































　なお、『翻訳老乞大』 および 『重刊老乞大諺解』 ではともに上声字が三字以
上連続する際、先行する二字 （あるいはそれ以上） が同時に変調を起こすこと







(1)　奎甲 ① ０ ０ ② １ ① ０ ① ０
　　 東 ① ０ ０ ② １ ① ０ ① ０
　　　　　　［｛再有｝｛五六日｝］［｛可以｝｛到了｝］（上 10a110））
　ここで挙げた句では、上声字の連続が二箇所で見られる。まず、一つ目の上
声字の連続は 「有」 と 「五」 であるが、ここでは変調を起こしておらず、とも
に０のままである。変調の発生具合から構造を分析すると、括弧でくくったよ









(2)　奎甲 ① ０ ① ０ ２
　　 奎乙 ① ０ ① ０ ２







(3)　奎甲 ① ０ ０ １
　　 東　 ① ０ ０ １
　　　　　　［也有］［好的］（下 42b3）
　　 奎乙　 ０ ① ０ １
　　　　　　［也］［有好的］
　文法の上から見れば、「也」 は副詞であり、動詞 「有」 以下にかかっている
と考えるべきであるが、変調の発生状況より見て奎甲本および東本は ［也有］





(4)　奎甲 ① ０ １ １
　　 東　 ① ０ １ １
　　　　　　［打了］［一下］（上 25a9）
(5)　奎甲 ① ０ ② １ １ ① ０
　　 奎乙 ① ０ ② １ １ ① ０








　　 奎乙  ①２①②１　①０
　　 東  ①２①②１　①０
『重刊老乞大諺解』 三本に見える声調を表す傍点について （鋤田）　〔75〕
　　　　　　［天平地平的］［等子］（下 26b4）



















(9)　奎甲 ０ ① ０１  ①２　０１
　　 奎乙 ０①０１  ①２　０１
　　 東 ０①０１  ①２　０１
 也不肯單［向着］［買主］（下 10b9）
(10)　奎甲　    ０１
　　   奎乙　   ①０
　　   東　　   ①０
　　　　　    ［姐姐］（下 4a2）




疑問詞 「那裏」 は０１、指示詞 「那裏」 は①０と劃然とした区別がなされてい
















(11)　奎甲　  ①２１１   ①２①０　１
　　   東　　  ①２１１   ①２①０　１
　　　　　     誰人出外［頂着房子］［走］（上 40a9）
(12)　奎甲　   １①０　０①０
　　   東　　   １①０　０①０






(13)　奎甲　   ①０２  ①０　１
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　　   奎乙　  ①０２  ①０　１
　　   東　　  ①０２  ①０　１
　　   　　　  梳了頭［洗了］［臉］（下 50a7）
(14)　奎甲　  １１１  ０２　①０
　　   東　　  １１１  ０２　①０









(15)　奎甲 １ ① ０ １
　　   奎乙 １ ① ０ ０
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(16)　奎甲    　①０　１
　　　　　　［都買］［了］（下 28b8）
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　　   奎乙   　 １　０１
　　　　　　 ［都］［買了］（同上）
　　   東　   　 １　①０
　　　　　　 ［都］［買了］（同上）
(17)　奎甲　  １０１１１  １　０１
　　　　　     這幾樣的又［都］［買了］○（下 31a9）
　　   奎乙　  １０１１１  ①０　１
　　　　　     這幾樣的又［都買］［了］（同上）
　　   東　　  ①０１１１  １　①０
　　　　　     這幾樣的又［都］［買了］（同上）
(18)　奎甲　    １１１１１１０  １　①０
　　　　　      這些貨物書籍也［都］［買了］（下 65a10）
　　   奎乙　   １１①２１①０  ①０　１
　　　　　      這些貨物書籍也［都買］［了］（同上）
　　   東　　   １１１１１１０  １　０　０
　　　　　      這些貨物書籍也［都］［買］［了］（同上）
　なお、構造を分析するにあたって、一部で０１となっている買了を一つの固
まりと見たが、このほかに単音節＋了という組み合わせで０１となるものはほ









　　   奎乙　  ②１①②１
　　　　　　  　 ① 　　
　　   東　　  ②１０②１
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　　   奎乙　  １１１①②１
　　   東　　  １１１①②１
































いると考えられるが 『翻訳老乞大』 での入声字については遠藤 1984で、東洋文
庫所蔵 『重刊老乞大諺解』 での入声字については鋤田 2006で具体的な考察が進
められている。
5) なお東洋文庫本ではこの２の表記が予想される字のうち一ヶ所で三点 （「ミ」 の













9) 例えば上声字が三字連続した場合は、句内の語同士の関係により 「［０］ ［①０］」、
「［①０］ ［０］」 などといった傍点が振られるということである。
10) 例文の後の括弧内の情報は、順に例文の現れる冊 （上下）、頁数、表裏 （ab）、行
数を表す。
11) 例えば同じ介詞であっても 「把銀子花使了」 ( 下 51a8) では 「０①０１①０」 と
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